
1．はじめに
近年の遠隔モニタリングはネットワーク，情報通信
技術（ICT）を介した連携が進んでいる．このような
ネットワークを介したいわゆる遠隔モニタリングの質
の担保については，他の団体などにより各種ガイドラ
イン・指針などがすでに発出され，一定の環境構築が
行われている．一方で，保険診療においては，健康保
険法，療養担当規則第19条の2において，「保険医は，
診療に当たっては，健康保険事業の健全な運営を損な
う行為を行うことのないよう努めなければならない．」
とされ，単に高度な医療を提供するだけではなく，効
率的で社会的・医学的に妥当であることが要求される．
昨今，在宅医療における患者の療養管理向上ならび
に危険回避のために，在宅という医療環境ではない居
宅などにおいても ICTなどを用い，管理元の医療機関
などと連携し，腹膜透析療法そのものだけではなく全
身管理の面でも医療の質の担保が行うことも可能と
なった．本指針は，保険診療下における遠隔モニタリ
ングを行うにあたり必要な情報の適切な処理方法につ
いてとりまとめたものである．本指針が適切に運用さ
れ，在宅という医療機関ではない居宅などであっても
医療機関での療法（一定の水準の医療監視）に近い医
療が安全に提供されることが期待される．

2．本指針の位置づけ
本指針は，腹膜透析の保険診療下に遠隔モニタリン
グを実施する際の適切な情報管理について記載するも
のである．

3．本指針の対象とする医療の範囲
本指針は保険診療上の腹膜透析患者に対する遠隔診
療に対して，本指針に準ずる対応が望まれる．

4．本指針の関連法令など
遠隔モニタリングに関しては関連する法令などに遵
守し実施することが求められる．医師法，医療法，健
康保険法，などの関連法規などの他，厚生労働省「オ
ンライン診療の適切な実施に関する指針」，「医療情報
システムの安全管理に関するガイドライン」，経済産
業省・総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サー
ビスの提供事業者における安全管理ガイドライン」な

どがある．
本指針は，これらの関連法令やガイドラインなどを
準拠の上で，保険診療における効率的で社会的・医学
的に妥当な在宅医療である腹膜透析療法について記載
するものである．

5．用語定義
1）遠隔モニタリングとは
・ 腹膜透析療法に対する遠隔モニタリングとは，居
宅などに設置した自動腹膜灌流装置に搭載された
通知機能あるいは専用情報通信装置により ICT
を活用して，患者が居宅などで施行した腹膜透析
治療の結果を患者管理施設が確認し管理して行う
医療行為を指す．
・ 本指針で扱う遠隔モニタリングとは，患者が居宅
などで行う腹膜透析の治療状況を送る送信側と，
それに基づきその治療結果を確認し適切な対応を
とる受信側の両者で構成される．

2）送信側とは
・ 送信側は，患者居宅（時に医療施設外の宿泊施設
など）から腹膜透析（自動腹膜灌流装置あるいは
持続携行式腹膜灌流（CAPD）の治療結果を送信
する患者から送られる情報

3）受信側とは
・ 受信側は，送信側から送られた患者の治療情報を
適時に確認し適切な指示を行う，患者を管理する
医療機関あるいは，その代行機関

6．遠隔モニタリング管理
遠隔モニタリングについては，送信される治療結果
によりその後の治療方針などの決定・変更があり得る
場合に実施されることが基本とされる．また，治療情
報のうち送信される項目の選択においては，より侵襲
性が低く，情報価値の高い情報を選択することが必要
である．質の高い治療の継続・変更を実施するために
は，適切な臨床データを取得したうえで，正しい情報
プロトコルにより，精度の担保された情報通信機器を
用い実施されることが必要である．その際の治療情報
の管理は，リアルタイムの情報のみならず事後に判断
する情報管理には重要である．また，これらの治療情
報にあたっては，保険診療点数の多寡に影響を受ける
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ことなく，効率的で合理的な治療アプローチが求めら
れる．
以下，質の高い適切な腹膜透析治療を実施するため

の具体的な管理について列記する．
1）送信側で遵守すべき事項
① 自動腹膜灌流装置から自動的に送信される項目を
送信すること．具体的には注液量・排液量・除水
量（注液量，排液量から受信側で計算する場合も
含む）

② 自動的に収集されない CAPDの場合で専用情報
装置から送信する場合には，手動で装置へ入力す
る場合，注液量・排液量・除水量（注液量，排液
量から受信側で計算する場合も含む）

③ 透析装置から自動送信されない，体重，血圧，体
温などの情報は手動で専用装置に入力を行うこと

④ なお上記の体重，血圧，体温などの情報であって
も，何らかの介在装置で自動的に送信される場合
も認める

2）受信側が遵守すべき事項
① 送信側から送信された情報は受信側の情報集積
ファイルに経時的に受信・蓄積されること

② 自動腹膜装置使用の場合には，送信されるその他
の機器トラブルなどの情報も受診すること

③ 緊急で腹膜透析治療の結果が送信された場合，特
別の対応・処置を要する場合など，電話や他のコ
ミュニケーションツールなどを活用し連絡できる
こと
④ その他，治療結果のフィードバックなど，腹膜透
析治療の質の向上のための取り組みを継続して行
うこと
⑤ 当該加算を算定する月にあっては，遠隔モニタリ
ングにより得られた所見などおよび行った指導管
理の内容を診療録に記載すること
⑥ モニタリングの実施にあたっては，厚生労働省の
定める「医療情報システムの安全管理に関するガ
イドライン」などに対応すること

以上
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